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１
月
10
日
Ộ
２
月
７
日
の
期
間
、
子
ど
も
達
か
ら
出
展
し
て
頂
い
た
総

数
85
点
の
力
強
く
の
び
の
び
と
し
た
作
品
を
井
上
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
プ
ラ
ザ
で
展

示
し
ま
し
た
。
次
の
皆
さ
ま
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

い
の
う
え
子
ど
も
教
室 

 

書
初
⎴
練
習
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新
年
１
月
６
日
(
月
)、
井
上
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
プ
ラ

ザ
で
書
道
教
室
を
行
ỵ
て
い
る
井
上
の
荘
書
道
教
室

の
ご
指
導
で
、
硬
筆
の
１･

２
年
生
９
名
と
、
毛
筆
の

３･

４･

５･

６
年
生
22
名
は
、
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
頂
き
真
剣
に
書
き
上
げ
ま
し
た
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日時 2 月 21 日（金）午後１時３０分～ 
場所 井上コミュニティプラザ 
・町政教室午後 1 時 30 分～ 約１時間 

※町政教室終了後、スカットボール大会を始
めます。  

第
70
回
津
幡
町
公
民
館
大
会 
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３
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２
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３
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付
午
後
12
時
30
分
Ộ
) 

会
場 

津
幡
町
文
化
会
館
「
シ
グ
ナ
ス
」
ホ
ổ
ル 

【
開
会
式
・
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
】
午
後
１
時
Ộ 

 

【
公
民
館
活
動
発
表
】
午
後
１
時
40
分
Ộ 

 

小
矢
部
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 
「
越
中
源
氏
太
鼓
」
保
存
会 

津
幡
町
津
幡
公
民
館 

「
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り
」 

 【
記
念
講
演
】
午
後
２
時
35
分
Ộ 

 

演
題 

「
頂
の
先
へ
」 

講
師 

松
本 

薫 

氏
(
オ
リ
ン
ピ
ỿ
ク
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト
) 

 
 

          
   

【
閉
会
式
】
午
後
３
時
35
分
Ộ 

 

  
 

主 

催 

津
幡
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
津
幡
町
教
育
委
員
会 

問
合
せ 

津
幡
町
教
育
員
会
生
涯
教
育
課
社
会
教
育
係 

※
当
大
会
は
津
幡
町
町
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学
(
地
域
生
活
講
座
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の
対
象
と
な
り
ま
す
〔
５
単
位
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◆２月１９日（水）10:00～11:30 
・出前講座「首･肩・膝痛予防」 

◆３月１０日（月）10:00～11:30 
・リズムダンス＆ストレッチ 

◎コロナ感染予防のため、お食事はありません。 
検温・マスク着用でお願いいたします。 

 

主催:井上地区健康づくり推進委員 共催:井上シニアクラブ 

入
場
券
が
一
人
一
枚
必
要
で
す
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双
厶
参
加
厱
叁
厷
厦
！ 

咈
月
咊
呍
19
日
㈬
咆
時
半
哎
咈
時 

場
所
咏
井
上
吊
吶
吼
吢
吝
叺
吮
呀
名 

 

会
費
咏
百
円 

※
句
厷
厹
厱
身
体
可
動
厭
厹
叟
去
厓 

持
物 

内
履
厯
呍
床
双
敷
厱
吵
吚
吟 

問
合
厽
叐
厒
井
上
公
民
館
叟
又 

寒
⍷
冬
⍥
風
邪
␡⏎
␝
⏿
␕ 

⏒
␝
⏠
等
⎡
感
染
症
⎞
注
意 

手
洗
い･

う
が
い
は
感
染
症
予
防
の
基

本
で
す
。
ま
た
、
身
体
を
温
め
る
食
べ
物

を
十
分
摂
り
、適
度
な
運
動
と
休
養
を
心

が
け
、
栄
養
と
睡
眠
で
免
疫
力
を
高
め
、

寒
い
冬
を
乗
り
き
り
ま
し

う
。 

 

ま
つ
も
と 

 

か
お
り 

〔
公
民
館
活
動
パ
ネ
ル
展
示
〕 

２
月

日
(
水
)
Ộ
３
月
２
日
(
日
)「
シ
グ
ナ
ス
」
１
階
ギ
ἀ
ラ
リ
ổ 

入
場
無
料 

(
入
場
券
必
要
) 



今さら聞けないおトクな は・な・し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も大人気！ 

を行いました! 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

井上地区ビーチボー大会 

 (2023.1.29) 
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⎌
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又
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叁
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このたび、「第７７回優良公民館表彰」文部科学大臣表彰に津幡町井上
公民館が選ばれました。（全国 13,798 館あるうち被表彰者 65 館） 

２月に表彰式があるので、改めてご報告させていただきます。 
 

井上公民館の Instagram です。 
               公民館の様々な講座や、井上地区の話題をお届

けしています。 
 

           〒929-0334 
石川県河北郡津幡町川尻レ 7‐1（井上コミュニティプラザ） 
津幡町井上公民館 
Tel：076‐289-2436/fax：076-289-2408 
Mail：inoue-ph@m2.spacelan.ne.jp 

  

 

SDGｓって何？⑪ 

第 １４ 回 

 

第２水曜日は昼食があり、野 

菜たっぷりで栄養満点！心のこ 

もった美味しい手作り料理があ 

ります。写真は 1 月の料理です。 
 

第４水曜日は、カラオケやレク 

リエーションなど行っております。 

また、１・２・３月は、安全安心ネットワーク事業によ

るタクシーの送迎もあるので安心です！ 

＊問合せ 289-3432（JA ほのぼのヘルプ） 
090-2125-3408（山野） 

SDGｓの目標  「 １． 貧困をなくそう 」 

 SDGｓの１番目の目標は、「貧困をなくそう」です。 

貧困（ひんこん）とは、お金がなく困っていることです。  

生きるための最低限のものを、手に入れることができない

状態で、SDGｓの１番目の目標となるほど、深刻な世界的

課題です。そして SDGｓのほかの目標にも関連します。 

 １日を２．１５ドル未満（３００円ほど）でしか生活できない

人が、全世界で１２人に１人の約７億人います。この状態を

「絶対的貧困」といいます。 

 国によって平均所得（収入）は違いますが、その国の平

均の半分以下のお金でくらしている状態を「相対的貧困」

といいます。日本は、世界的に見れば豊かな国ですが、

相対的貧困率は約１５％で、子供の７人に 1 人が、貧困の

状態になっています。新型コロナウィルス感染症の流行の

後、貧困は増加しています。 

 

「貧困の連鎖」 

貧困が原因で子供が学校に行けず、知識や技術が身 

につかず、大人になっても安定した仕事ができずに貧困

から抜け出せない。さらにその子供も学校に行けないの

で、貧困が続く状況を「貧困の連鎖」といいます。 

 日本では、小中学校は義務教育であまりお金はかかり

ませんが、高校や大学には家庭の貧困が原因で通えな

い人がいます。 
貧困をなくすには？  貧しい人がいる反面、富める

人もたくさんいます。このような経済格差がなくなれば、
多くの人が、幸せになれるはずです。富める人が、貧し
い人の事を思いやる。個人でできる事もたくさんあり、貧
しい人を救う社会システムも強化されるべきでしょう。         
「情けは人の為ならず」 

                    （代市 光男 記） 

令和８年度より 
公民館が「コミュニティーセンター」になり 
そこを活動拠点として 

「まちづくり協議会」が設立されます。 

井上地区の５つの区や、現在様々な問題に取り

組んでいる地区の組織、公民館組織など皆様で創

る組織が「まちづくり協議会」です。 

協議会は、分野ごとに組織され部会でそれぞれ

の問題に取り組みます。 

分野の例 「安全安心づくり」「地域づくり」「健康

づくり」「人づくり」などがあり津幡町からの補助金等

は、「まちづくり協議会」で受け、各部会に配分され

る予定です。 

主役は、井上地区の皆様です。 
 

井上地区まちづくり協議会設立準備会 
            会 長  代市 光男 


